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1・ は じ め に

言 語 表 現 に お い て動 詞 の 占 め る役 割 は大 き い。 文 型 的 に見 て,動 詞 を述

語 とす る文 は,形 容 詞 や名 詞 を述 語 にす え る文 に比 べ て,は る か に長 大 で

複雑 な形 態 を と り得 る 。 そ の理 由 と して次 の よ うな事 柄 が 考 え られ る。

1〉 動 詞 述 語 は,動 詞 の機 能 で あ る格 支 配 に よ っ て,さ ま ざ ま な格 助 詞

一 二
,ヲ,ト,へ,デ,カ ラ,マ デ,ヨ リ,等 一 に よ る格 を受 け入 れ,

そ れ らの組 み合 わ せ に よ っ て表 現 内容 を豊 か に し て い る こ と。

2)助 動 詞 「タ 」 を伴 うこ とに よ っ て時制 を行 っ て い る こ と。

3)助 動 詞,形 式 体 言,そ の他 が添 うこ とに よ っ て,推 量 表 現,意 志 表

現,伝 聞表 現,比 況 表 現,そ の他 さま ざま の表 現 性 を豊 か に付 加 し得 る こ

と。一 例,川 か も しれ な い,～ だ ろ う,飼 ら しい,～ つ も りだ,～ はず

だ,～ とこ ろ だ7～ よ うだ,～ な け れ}まな らな レ㌧ 等 。

4〉 終 助 詞 の助 け を借 りて禁 止 表 現 そ の他 を行 い得 る こ と。

5)い わ ゆ る複 語 尾 「レル,ラ レル/セ ル,サ セル/タ イ」 等 の付加 に

よ って受 身,可 能,尊 敬,自 発,使 役,希 望,等 の表 現 を行 い得 る こ と。

6〉 活 用 形 自体 の働 き に よ っ て命 令 表 現 が成 り立 つ こ と。

7)補 助 動 詞 を伴 うこ とに よ っ て ア ス ペ ク ト,な らび に そ れ に類 す る様

態 表 現 が 可能 な こ と、 例y解 テ イル,阿 テ ア ル,一 テ イ ク,一 テ クル7

～テ ミル,川 テ シ マ ウ,～ テ オ ク,等 。

8〉 ～ ヤ ル,一 ク レル,倒 モ ラ ウの付 加 に よ っ て受 給 表 現 が成 り立 つ こ・

と。 これ は,対 人 関 係 に お け る動 作 の方 向性 を示 す とい う意 味 を持 つ。
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9)待 遇 表 現 の多 彩 さ。 解 レル,一 ラ レル/オ ー ニ ナ ル!オ ー ナ サル/

オ 川ス ル1オ ～ 申 し上 ゲ ル,等 の諸 形式 に よ っ て,よ り複 雑 な対 人 関係 が

表 現 され得 る。

10)他 の動 詞 が複 合 す る こ とに よ うて ・ 意 味 面 で 多 様 性 を添 え てい る こ

と。 ～ カ ケ ル,解 オ エル,～ ユム,～ ダ ス,等,動 詞 は複 合 の度 合 い が他

の 品詞 に比 べ て圧 倒 的 に高 い。

以 上 の諸 特 質 か ら見 て,動 詞 は 文 法 的 ・語 彙 的 に きわ め て重 要 な地 位 を

占め て い る と言 って よい で あ ろ う。

2・ 語彙体系から見た動詞

国立国語研究所の語彙調査によると,動 詞グル ー プ(動詞および動詞的

な造語成分)の 語彙的に占める比率は表1の 通 りである とい う。(「現代雑

誌90種 の用字 ・用語」昭和31年,に よる。)

表1,

動詞名プ一ルグ 詞

/
0

0
/

78,4 11,4

形 容 言司レ鍾 詞i
9.40.7

これ に よ る と,他 の諸 品詞 を合 わ せ た全 語 彙 中 の1割 強 が動 詞 な らび に

そ れ に準 ず る語 で あ るこ とに な る。 も っ とも,名 詞 グル ー プ は や た ら と数

が 多 い ば か りで,語 彙 比 率 の高 い割 には 文 法 的 に さ ほ ど複 雑 で も重 要 で も

な い こ とを 考慮 に入 れ る と,名 詞 グル ー プ の78.4%が 即 重 要 度 の 高 さに

そ の まま結 び つ か な い。 とい うこ とは,逆 に,比 率 第2位 の動 詞 グル ー プ

が,重 要度 か ら言 って決 して1L4%な ど とい う低 い 価 値 で は な い こ とを

意 味 す る。 教 育 上 か ら見 て も,限 られ た 基 本語 を除 け ば・ 名 詞 の ほ とん ど

は上 級 段 階 で の新 出単 語 とし て,学 習 者 自身 が語 彙 数 を加 え て ゆ け ぱ それ

で よ いわ けで あ り,さ し て問 題 は起 こ らな い。 一 方,動 詞 は,名 詞 が ま だ

匿 習 語 彙 と し て さ ほ ど数 多 く現れ な い早 い 時期 に,す で に かなPの 数 を学

習 し なけ れ ば な らず,初 級 レベル,中 級 レベル で の学 習 必 要 語 彙 とい う面
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か ら調 査 した ら,名 詞 の比 率 は減 少 し,動 詞 や 形 容 詞 グル ー プが 増 加 す る

で あ ろ う。初 級 ・中級 段 階 とい う基 礎 を身 に つ け る時 期 に,基 本 的 な動 詞

や 形 容 詞 は あ らか た学 習 して し まい,上 級 段 階 以 降 に ひ き つづ き獲 得 して

い く言吾彙 は ほ とん どが名 詞 で,あ とは成 句 ・慣 用 句 の類 で あ る。 当 然 の こ

となが ら,初 中級 段 階 で の動 詞 ・形 容 詞 の 占 め る割 含 は高 い。 早 稲 田 大 学

で佳 用 してい る教科 書 「外 国学 生 用 ・日本 語 ・初 級 」(昭 和42年 初 版 早 大

語 研編 〉に よ る と,収 録 総 語 数2,105語 中,動 詞 グル ー プ は43ア 語 で20%

強 とな って い る.国 研 調査 σ)雑誌90種 中 の 動 詞 グ ル ー プ が 占 め る比 率

1/4%に 比 べ て,大 きな違 い を見 せ て い る。 初 級 のB本 語 学 習者 が,新 ら

たに単 語 を 三〇語 習 得 す る とす れ ば,そ の う ち の2語 は 動 詞 とい う頻 出 度

であ る。

入 門期 の 日本 語 学 習 者 に とっ て 「Aノ・Bデ ス。/Aノ ・Bデ スヵ 、/A

/・Bデ ハ ァ リ マ セ ン。」 の名 詞文 型 の み では,ま と もな 会 話 一 つ で きな

い 。成 年 に達 し て い る学 習 者 に と っ て表 現 し た い こ とは山 ほ どあ る が,名

詞 文型 のみ で は欲 望 を満 たす の に不十 分 で あ る 。動 詞 文 型 の課 に進 ん で・

多 くの動 詞 を習 得 す るに 及 ん で は じめ て表 現 した い こ と解 言葉 に の せ られ

る。 これ は 動 詞 文 型 が さ ま ざ まの文 法要 素 を含 ん で い て,複 雑 な 内容 を盛

9込 み 得 る形 式 だか らで あ る。 また,習 得動 詞 文 型 を効 率 よ く活 用 させ る

た め には,か な りの 数 の動 詞 を与 え て お く必 要 が あ るで あ ろ う。 習 得語 彙

の1割 程 度 で は 追 い つ か な い 。

先 に触 れ た 国 研 調査 に よ れ ば,語 種 別 に見 た 各 晶詞 グル ー プが 占 め る比

率 は表2の 通 りで あ る。

表2・ 国研,雑 誌90種 の語種 調査 (%)

ク ル ー7

和 語

漢 語

1外 琴 言吾

名 詞 司言
ロ動

55 29

93

95

形 容 調 感 動 詞

14 21

7

4 軒
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この表でもわかる通 り,動 詞はほとん ど和語である。(こ の調査ではサ

変化する漢語名詞は動詞グループに入 っていない。)漢語や外来語より和語

が基本語に多いのは当然である。まして平易な日本文 を作 るための必要語

彙が和語 に片寄るのも自然のなりゆきである。入門期に習得すべき初級語

彙に和語が多いわけである。

表3は 早大テキス トの収録語彙 を語種別 に分類 し統計 した ものである。

これを表4に 示 した国研の 「雑誌90種 の調査」(昭和31年),「 新聞の調査」

(昭和41年)の 百分比と比較され たい。初級 目本語教科書が漢語 ・外来語

に薄 く,和 語に厚い実態がこれらの表からつかめると思 う。入門期にぜひ

とも授けておきたい動詞 ・形容詞の類がほとんど和語であること,漢 語名

詞が抽象名詞に多いため,中 級以降に回され,初 級段階では限 られたもの

しか現れないこと,こ の2,点 に原因しているo

表3・ 早大初級教科書 の語種調査

和 言司
[
漢

一

冒
一

一

語

外 来 語

語種

計

㎜

混
一
一

三
口

雪
P数 百 分 比

1,22258%

73D34ラ も

121

32

・一一 一 一 一1

6%

2,105

1.5%

表 ヰ・ 国研 の語種調査

!.雑 萎 □薪.
36、7

(%)

聞

和 語 381.堅

漢 語 47.5 44.3

外 来.語1 9.8 12.0

混 種 語 6.0 4.8
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3.語 種 か ら見 た 動 詞

動 詞 が ほ とん ど和 語 で あ る とい う意 見 に は 注 が必 要 で あ る。 漢 語 動 詞 の

中 で最 も一般 的 な 「×xス ル 」形 式,た とえ ば 「実 行 す る,報 告 す る」 の

類 ぱ,サ 変 動詞 「す る」 が漢 語 名 詞 に付 い た も の と 考 え られ る と こ ろ か

ら,「 名 詞+動 詞 」 と分 解 して 扱 い,動 詞 の総 数 中 に加 算 しな い 。 国 研 調

査 も名 詞 ・す る と して・ す べ て名 詞 扱 い して い る・ そ の結 果,動 詞 が ほ と

ん ど和 語 と して と らえ られ て い る わ け で あ る。 こ の漢 語 サ 変動 詞 は,た と

え ば 『岩 波 国語 辞 典 』 で は総 数6,573語 を数 え るほ どで あ る か ら,数 量 的

に ぽ か な りの比 率 を 占め て い るわ けで あ る。

動 詞 を 「和 語,漢 語,外 来語 」 の 観 点 か ら類別 す る と,次 の よ うに分 類

され る。

2.和 語動 詞

ア,一 般 動 詞 …… …行 く,見 る,受 け る,来 る,す る

イ ・ 和 語 名 詞+ナ 変 … 汗 す る,値 す る,う わ さす る,歯 ぎ し りす る,

くし ゃみ す る,い たず らす る,だ っ こす る,え ん こ す る

ウ・ その 他 の和 語 十サ 変 … 青 々 す る・ 寒 々す る/は っ とす る,し ゃ

ん とす る!が っか りす る・ は っ き りす る・ ぴ ったPす る 〆か

っか す る,ぐ ら ぐ らす る

エ・ お 一 す る 一 ・・… お招 き す る,お 誘 い す る》 お願 いす る

オ.～ みす る → ～ん ず る… 甘 ん ず 鵜 重 んず る,軽 ん ず る,疎 ん ず

そら

る,先 んず る,暗 んず る,安 んず る

2・ 漢 語 動 詞

力.漢 語 名 詞+サ 変 … 運 動 す る,研 究 す る,練 習 す る

キ.ご ～す る… … … ご招 待 す る,ご 報 告 す る,ご 連 絡 す る

ク.字 音 語+テ 変 … 賀 す る,解 す る,害 す る,議 す る,辞 す る/信

ず る,案 ず る,演 ず る,転 ず る,命 ず る
よう

ケ,～ と す る … … … 寂 と す る,杏 と す る,れ っ き とす る(歴 と ～)

コ 届 五 段 化 ～ む … 力 む,目 論 む
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～ る… 愚痴 る,皮 肉 る,駄 弁 る,野 次 る,料 る,与 太 る
でつ

サ 上 一 段 化 一 る… 退 治 る,下 卑 る,捏 ち る

シ 下 一 段 化 ～ る …湿 気 る,洒 落 る

3.外 来 語動 詞

ス 外 来 語 名 詞+サ 変 …パ ス す る,ヒ ッ トす る,ア ル バ イ トす る

セ 五段 化 ～ る … ダ プ る(dQuble),ア ジ る(agitation〉,サ ボ る

(5abOtage)

4・ 語 構 成 か ら見 た 動 詞

動 詞 を語 構 成 か ら跳 め た場 合,大 き く単 一 構 成 の もの と,複 合 し て成 っ

た もの とに二 分 す る こ とが で き る。 単 一 構 成 の もの を 「単 純 動 詞 」 と呼 ん

で お く。 単 純 動 詞 は現 代 語 意 識 に お い て異 種 の単 位 の複 合 意 識 を持 た な い

もの で あ る。 語 源 的 に複 合 の 有 無 を問題 と しな い、 た とえば 「願 う.」は も

と 「願 ふ 」 で 「祈 ぐ+ふ 」(「ふ 」 は継 続 の古 代 助 動 詞),同 様 「習 う」 は

「習 ふ
」 で 「馴 る+ふ 」 と語 源 的 に は分 析 で き る が,現 代語 に お い て は も

はや 複 合 意 識 は ない で あ ろ う。複 合 動 詞 を便 宜 的 に(1)動 詞 に 他 の 動 詞 が

複 合 し た もの,(2〉 動 詞 以 外 の も の に複 合 し て 五 段 ・一段 の動 詞 とな っ た

もの,(3〉 「す る」 が 付 い てサ 変 動 詞 化 した もの,の3種 に分 け て お く。
おホ

1,単 純 動 詞 … … … 会 う,あ え ぐ,あ え る,仰 ぐ,煽 ぐ

2.複 合 動詞(1)〔 動 詞+動 詞/動 詞+動 詞 的 接 尾 辞〕… あ き れ 返 る,あ

きれ果 て る,明 け放 す,明 け 掌 な れ る,当 て込 む,洗 い た て る,

あ わ て ふ た め く

3・ 複 合 動 詞(2)〔 接 頭 辞+動 詞/名 詞 ・形 容 詞 語 幹 ・形 容 動 詞 語 幹+

動 詞 な い し動 詞 的 接 尾 辞 〕…相 手取 る,相 成 る,垢 じみ る ・ 垢 抜

け る,青 ざ め る,赤 茶 け る,赤 らむ,甘 っ た れ る,赤 み走 る,秋

め く,悪 たれ る,?『Fぱ む

4・ 複 合 動 詞(3〉 〔名 詞+す る1字 音 語+す る〕…愛 す る,相 対 す る,汗

す る,甘 んず る,安 心 す る,案 ず る
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以上のような分類方式で目本語動詞を整理 していった揚合,そ れぞれに

所属する語の数はどの程度の多さなのであろうか。今かりに,お およその

目安を知る意味で,r例 解国語辞典』(時 枝誠記編,中 教出版,昭 和31年)

収載のすべての動詞を,上 述の分類方式に従って分類計量 してみた。(r例

解国語辞典』を使用したのは,見 出し語 として比較的古語が少ない点によ

る∂結果は表5の 通りであった。

表5・ 例解国語辞典の動詞比率

1見 出 し 言吾数

詞動純単 2,D83

複 合 動 詞(1〉 1コ817

〃(2)(3〉

空 見 出 し

十凹.
一

一
一P

573

149

4,6肌

比 率(%)1

45.07

39.29

12.4

3.22

99.98

ここ で 「空 見 出 」 と あ る の は,→ 印 の 「見 よ項 」 を さす 。 た とえ ば

「甘 ん じる」 を引 くと 「→ 甘 ん ず る」 とあ り,同 様 「案 じる」 は 「→ 案 ず

る 」 「遊 ば せ る → 遊 ばす 」 「会 わ せ る → 会 わす 」 の よ うに,語 義 解 説 を →

印 の項 に譲 っ て見 出 しの み を立 て て い る。 これ らも動 詞 項 目 と して 計 量 の

対 象 と した。

さて・ 『例 解 国語 辞 典 』(昭 和3i)の 見 出 し語 総 数 は,宮 島達 夫 氏 の調 査

に よれ ば,40,393語 だ そ うで あ る。 とす る と,そ の うち4,622語 が動 詞 で

あ る とい うこ とは・ 動 詞 比 率11・44%≧ な る。 先 の 国研 調 査r現 代 雑 誌90

種 の用 字 ・用 語 訳 昭 和31)に お け る動 詞 グル ー プ114%と 偶 然 の一 致 を 見

せ てい る。 こ の4,622語 中,単 純 動 詞 は45・07%複 合 動 詞(1〉(2)(3〉 合 わ せ

て5L69%を 占 め る。 実 に複 合 動 詞 が全 動 詞 の半 数 以 上 を 占 め て い る わ け

で あ る。 『例 解 国語 辞典 』 の複 合 動 詞(1)は 僅 か1,8i7語 しか採 り上 げ て い

な いが,筆 者採 集 の複 合 動 詞(1〉 は2,641語 を数 え る、(『例 解 国 語 辞典 』『岩

波 国語 辞典 』r分 類 語 彙 表 』 を総 合 し て抽 出 した 数 値 。)日本 語 の特色 と し
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て,語 を複合させることによりいくらでも新語を生み出せるところ か ら,

実際に通用する複合語はさらに増加するものと思われる。一方,単 純動詞

は,基 本的なものはほとんどこれ ら中小辞典に収ま って しま っているか

ら,他 をあさってもさほど数はふえないものと予想 される。両者の割合 は

ますます開くことになる。

一方 ,日 本語教科書の実情はどうか。早大の初級教科書に収録されてい

る動詞の内訳は表6の 通 りである。

表6・ 早大初級教科書 の語種 内訳

詞

η

の

の

詞

分

(

(

(

成

詞

動

動

語

動

造

ノ

ノ

純

,

,
.助

的

合

詞

単

複

補

動

語 数

313

3

2

重07

8

4

十言
F

437

〔語 例 〕

複 合 動 詞(1).思 い出 す,と け こむ,申 し上 げ る

複 合 動 詞(2〉 ま にあ う,役 立 つ

動 詞 的 造 語 成 分 … … ～ おわ る,一 だ す,～ つ づ け る,～ は じ め る

この うち複 合 動 詞(3)は サ変動 詞 で あ る か ら名 詞 扱 い と して除外 す れ ば,

複 合動 詞 の総 数 は5語 に と どま る。 単 純 動 詞313語 に対 して僅 か5語 にす

ぎ な い。0.015%で あ る 。 日本語 学習 の入 門期 に お い て は,単 純 動 詞 を習

得 す る の が先 決 で,複 合 動 詞 は に の つ ぎ とい うこ とな の で あ る。 そ の 点,

中級 段 階 で の複 合 動 詞 の体 系的 な学 習 炉望 まれ る。

5・ 活用形式から見た動詞

いわゆる学校文法で特に重視 されるのがこの活用形式である。動詞語尾
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こ

中 中 少 中 多 少 多 少 少 多 中 多 多 少 多 少

の形 態 的 変 化 の相 を動 詞 分 類 の 第 一 基 準 と し て,・五 十 音 図 に 当 て は め て,

五 段,上 一,下 一,力 変,サ 変,等 に 分類 す る 。 日本 語 教 育 で は,こ の よ

うな語 ご との縦 の 変 化(五 十 音 図 の各 行 の 中 での 変化)よ りは,語 同士 の横
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,
目
一

一
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互

!(命 令,願 望)

連

用

終
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連体

仮
定

命
令

・え

ウ

え で き ドみ1ヨ ウ

(推量,意 志 〉
未
然

少 多 多 少 中 少 陣 属 語 数

の関 係 にお け る類 別 び重 視 され る 。 た とえ ば,「 テ 」 が 後 接 す る 一 テform

は,「 行 ク → 行 ッテ/書 ク → 書 イ テ/住 ム → 住 ンデ ノ出 ス → 出 シ テ」 と

な る とい うよ うに,後 接 語 や 表現 形 式 に お け る語 尾 の 形 態 的 違 い を,各 語
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ご とに同 類 異 類 の グル ー プ とし て と らえ る こ とで あ る。 この よ うな見 地 に

立 つ と,あ る50mを とる揚 合,同 類 の グル ー プ に所 属 す る動 詞 群 に ど の

よ うな語 が あ る のか,グ ル ー プ と して は所 属 語 数 が 多 い ほ うか少 ない ほ う

か 等が 問 題 とな る。 「書 イ テ 」 グ ル ー プ な ら 「歩 イ テ,置 イ テ,聞 イ テ,解

イ テ,泣 イ テ,掃 イ テ,巻 イ テ,.壁 」 と多 い ほ うだが,「 行 ッテ 」 グル ー

プ に は同 類 が ち ょっ と見 当 た らない 。 この よ うにformに お け る形 態 的 相

違 を動 詞 的分 類 の第 二 基 準 とし て,動 詞 グル ー プ を さ らに綱 分 す る。 こ こ

に掲 げ た活 用 表 の2段 めが それ で,ロ ー マ 字 部 分 は活 用 の行 を表 し(Bは

バ行 とい うよ うに),片 か な は音 便 の有 無 お よび 形 式 を表 す 。 最 下 段 は その

グ ル ー プ の所 属 語 の多 寡 を示 した もの で あ る。

とこ ろで,動 詞 は どの語 も必 ず 各 活用 形 を有 し て い る とは か ぎ らな い。

あ る活 用 形 のみ 専 ら使 用 され る(と 言 うよ りは,あ る 種 の表 現 形 態 し か現

れ ない)不 完全 動 詞 も存 在 す る。現 代 語 の用 法 で そ の よ うな 例 を次 に掲 げ

て お く。

1〉 受 動 態 だ け の も の く未然 形専 一 〉

例(仲 の よ 部 こ〉あ て られ る,(悪 夢 に〉うな され る,(身 に〉つ ま

され る,(情 に)ほ だ され る

2〉 否 定 法 だ け の もの 〈未 然 形専 一 〉

例 思、い が け な い,ほ か な らない,や りきれ な い

3)中 止 法,一 テformだ けの もの 〈連用 形 専 一 〉

例...に つ き,...に つ い て/_.を 以 っ て

4)一 テform,連 体 法 だ け の もの 〈連用 ・連 体 形 専 一 〉

例...に お い て,...に お け る/,一 に 開 して,,_に 関す る!

.に 対 し,...に 対 して,._に 対 す る!...に よ っ て,

.に よ る.

6・ 自動 詞 と他 動 詞

動 詞 を 自動詞 ・他 動 詞 で 区 別 す る こ とは,特 に ～ テ イ ル/～ テ アル 表 現
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において重要である。一ヲ格を取るという点は,自 動詞 も取 り得 るものが

あるので・特に他動詞の特性として区別の目安とするわけにはいかない。

自動詞 ・他動詞は,日 本語の揚合,対 応してそれぞれの語 を有するもの

すなわちペアをなす自他動詞群は案外 と少な く,多 くは自他のどちらか一

方のみで,他 方を欠 く。その補いの機能 として,使 役セル/サ セルを伴 っ

て自動詞を他動化 し,受 身のレル/ラ レルを伴って他動詞を自動化す る働

きが見 られる。(くわしくは本講座4分 冊 「動作 ・状態の言い方」・9分 冊

「受身 ・使役の言い方」ですでに触れたので・省略す る。)

また,「 開 く,吹 く,持 つ,増 す,働 く,す る」 のように自他同形の語

一 一つの形態が 自動詞にも他動詞にも働 くもの一 も多い。これは意味

的にも対応するもの

カが増す一 力を増す/幕 が開 く 幕 を開 く

と,対 応 しない もの

父が働 く(勤労〉一 盗みを働 く(なす)/ボ ールがはずむ(弾性〉一 チ

ップをはずむ(多 ク出ス〉/体が持つ(長持ち)荷 物 を持 つ(所 持,手

二取 り持ツ〉

その他 「潮が引く/波 が寄せる」のよ うに,他 動詞が 自動詞を代行する

例 も見 られる。なお・意味の対応 ・非対応は別 として・和語動詞で自他同

形σ)語は,筆 者の調査では125語 を数えた。

漢語サ変動詞 も自他同形が多い。本来,漢 語は借用語であ弘 また造語

性に富む ところから新造語 も多い。そこで移入時もしくは造語時 と・漢語

として定着 してからとでは,用 法の拡大ない しは変遷が見 られる。「開通

す る」は歴史的には他動詞であったものが その後自動詞に・「汚染す る」

は自動詞であったのに最近は他動詞としての用法も見 られ るよ うになっ

た。今 日,自 他両用法の見 られる漢語動詞はきわめて多い。筆者の調査で

は自他同形漢語動詞 として274語 を数 えた。 これ は全 採 集漢語 動詞の

4,17%に 相当する。

例 一変する,移 動する,解 散する,回 復する,完 成す る,継 続す
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i・枯 れ る 枯 らす

匝 る一 到
下1

司 える るEタ ー1タ

、流れる 流す

絶 え る,ふ え る

遅れ る,慣,晴,垂,漏 揺

現,?琴,隠,壊,倒,舌 し,冑態

見え る 見 る

主 トる一aす のび る のばす
1タ ーSシ タ'

劃1る一 州 落 ちる 落 とす

煮 える

:起 き る,降 り る,過,滅1

る,結 集 す る,結 合 す る,等 。

と こ ろで,自 他 の対 応 に よ って組 をな す動 詞 群 に お い て,両 語 の 形 態 的

な対 応 関 係 か らこれ らを分類 す る と,お よ そ上 の よ うに分 け られ る。

2列 め 「oる/aる/aす/u/一 ・」等 は活 用 語 尾 の形 奪示 した もの で あ

る。 ロー マ宇 の 小 文 字 表 示 は,そ の グ ル ー プ に所 属 す る語 の活 用 語 尾 の

共 通 の母 音 部 分 を示 す 。 それ ぞれ の語 の活用 の行 が異 な るた め・ 平 が な表

示 を避 け た。 す べ て同 じ行 で 活用 す る場 合 は 「る!す1せ る ノれ る/え る!

..・ 」 の よ うに平 が な表 示 を とっ た 。

3列 め は,先 の 活 用 表 と同 様,音 便 の 型 に よ る分 類 で あ る。 ・一 マ字 の

大 文 字表 示 は活 用 の行 を示 す 。 「Rッ タ」 は ラ行 活 用 で 促 音 便(つ ま る音

便)と な る こ と を表 してい る。

この表 か らr見 して わ か るよ うに,自 動 詞 ・他 動 詞 の 関係 に は形 式 上 の

原 則 が な い 。 同 じ 「ueる 」型 で も 「続 く一 続 け る」 は 「自一 他 」

の 関 係 に あ り,「 焼 く一 焼 け る」 は 「他 一 自」 の 関係 に あ る。 自他 の

形 が 逆 で あ る。(「ueる 」型 と 「eる一 馬 型 〉語 尾 形 式 か ら 自他 の判

別 をす る こ と はむ ず か しい 。 次に 問 題 点 を二 三 挙 げ て お く。

1)自 他 の対 応 語 を有 す る場 合,終 止 形 が 「一 す 」型 の 動 詞 は池 動

詞 で あ る。 もっ と も,対 応 語 を持 た な い 「差 す,暮 らす 」 の 類 は こ の限 り

で は な い。 「増 す 」 は 自他 同形 ゆ え例 外 で あ る。

2)raる 一eる 」 型(例,曲 が る一 曲 げ る)はr自 一 他 」 の対 応 を
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なす が,同 じ型 で 「他 一 他 」 の対 応 語 もあ る の で注 意 す る必 要 が あ る。

(鰍 教 わ る一 教 え る/預 か る一 預 け る,1言 い つ か る一 言 い つ け る)

3)「cる 一U」 型(例,焼 け る一 焼 く〉は 「自一 他 」 の対応 をな す

が,こ の 自動 詞 「eる」 は全 く同 形 で 可 能 動 詞 と もな る。 本 来 「焼 け る,

脱 げ る,売 れ る,抜 け る,折 れ る,切 れ る,.・ 」 等 は 「...ス ル コ トガ デ

キル 」 の可 能 動 詞 と もな 勢得 る形 式 で あ る。 ま た 「.一 シ タ 状 態 ニ ナル 」

の意 を表 す 中相 動 詞 と もな る。

○ 厚 紙 な らこ のハ サ ミで も切 れ る。 〈切 ル コ トガ 可能>

Oこ の ハ サ ミ は よ く切 れ る。 〈鋭 利>

○ 縁 が 切 れ る。/・ 一 プが切 れ る。/靴 下 が 切 れ る。 〈切 レ タ状 態 ニ ナ

ル 〉

可 能 動 詞 は 意 志 的 な動 詞 にか ぎ ら れ る。r動 く→ 動 け る/帰 る → 帰 れ

る/残 る → 残 れ る」 等 が それ で,こ の揚 合,可 能動 詞 「残 れ る」 に対 応

す る 「残 る」 は 意志 動 詞 で,「 家 に残 る。/教 室1と残 る。」 の よ うに意 志 的

な人 間行 為 を表 す蝪 合 で あ る。(この 「残 る」 は 「残 留 スル 」 の意 。)「ご飯

が残 る。/金 が残 る。」 等 の無 意 志 動詞 で は 可 能 動 詞 は 造 れ な い。(こ の

「残 る」 は 「余 ル 」 の意
。)

動 詞 に は,意 志 動 詞 ・無 意 志 動 詞 が同 形 の も の と語 を異 にす る もの とあ

る。 「残 る」 な どは 同形 の例 で あ るが,こ の 場 合,そ の動 作 や 状 態 の主 体

か意 志 的 な も の(有 生,有 情)か ・無 意志 的 な も の(無 生,非 情)か に よ っ て

動詞 の表 す 意 味 が 分 れ る わ け で あ る。 同 じ 「は い る」 で も,

A・ 映 画 館 に は い らな い で喫 茶 店 に は い る。

B、 鞄 に は い らな い。1詰 めれ ば ま だ はい る。

1まい る主体 の有 生 ・無 生(有 情 ・非 情)に よ って 同一 語 が 意志 動詞 と無 意

志動 詞 と に分 か れ る。 そ の結果,Aは 動 作 性 が強 調 され,Bは 状 態 性 が強

調 され る。 意 志 動 詞 のAは 可 能 の言 い方 と して可 能 動 詞 を用 い,

○成 人 に達 した の で も う映 画 館 に はい れ る。

○未 成 年 者 は この映 画 館 には は い れ な い。
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とな る が,無 意志 動詞 のBは 自動 詞 を そ の ま ま用 い て

O大 きな鞄 な の で もっ とは レ・る。

○ も うこ れ以 上 は は い らな い。

とす る。 これ を可 能 動 詞 で 「も っ とは い れ る/こ れ 以 上 は はい れ な い 」 と

言 い換 え る こ とは で き ない 。

動 詞 を意 志 動 詞 と無 意 志 動 詞 とに分 け て 考 え る と何 か とつ ご う が よ い。

「一 テ シ マ ウ
」 の解 釈 な ど,こ の 区別 が 有 効 な例 で あ る。(本 講座,第7分

冊 「動 作 の 起 こ り方 を表 す 言 い方 」参 照 の こ と。〉

と ころ で,同 じ 「落 とす」 で も

B・ 財 布 を落 と し た。(無 意志 動 詞)

A・ 受 験 生 を半 分 落 と した。(意 志 動 詞)

と二 つ に分 かれ る。 こ の場 合 は同 じ他 動 詞 が 両用 に働 い て い るが,ふ つ う

は他 動 詞 が 意 志 動 詞,自 動 詞 が 無 意 志 動 詞 に働 く例 が 多 い。

A,ク ジ で対 戦 相 手 を決 め る。

B・ クジ で対 戦 相 手 が決 ま る。

他 動 詞 「決 め る」 は 意志 動 詞 で,決 定 へ の過 程 を表 す継 続 動作 動 詞 で あ

る 。 自動 詞 「決 ま る 」 は無 意志 動 詞 で,最 終 結 果 を表 す瞬 問動 作 動 詞 で あ

る 。意 志 的 ・無 意 志 的 の差 が表 現 意 図 の違 い を示 し,結 果 と してそ の叙 述

内容 に対 す る話 し手 の態 度 ・心 理 を も表 す よ うに な る 。

A、 〈卵 を〉とて も気 をつ け て運 ん だ の だ が,一 つ こわ して しま っ た 。

B.(卵 を〉とて も気 をつ け て運 ん だ の だ が,一 つ こ わ れ て しま っ た 。

「こわ して しま っ た
」 は 意志 的 な他 動 詞 を用 い た こ と に よ り,自 己 の 過

失 か ら とい う責 任 を感 じ た言 い方 で あ る,「 こ わ れ て しま っ た」 は無 意志

的 な 自動 詞 を用 い た こ とに よ り、「卵 が こ わ れ て い た 」 とい う結 果 を認 め る

態 度 が 強調 され,致 し方 な い の だ とい う気 持 ち を前 面 に押 し出す 。 同 一 事

実 を 自他 の ど ち らの 動詞 で表 現 す る か が発 想 と深 い か か わ りあ い を持 つ好

例 で あ る 。
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7・ 文 型 か ら見 た動 詞

動 詞 は種 々 の格 を取 っ て文 型 を形 づ くっ てい くが,そ の 取 り方 に は制 阪

が あ る。 動 詞 だ か らいつ も格 を取 る とは 一概 に 言 えな い 。本 来,文 脈 か ら

切P離 され た動 詞 は,は な は だ概 念 的 な 意 味 しか 持 た ない 。 そ れ に さま ざ

まな揚 直 的 条 件 を加 え て意 味 を限 定 し具 体 性 を賦 与 す る のが格 の働 き で あ

る。 しか し,動 詞 の表 す 意 味 内 容 に よ って,加 え得 る条 件 に は お の ず と制

限 が あ る。 概 して状 態 性 の濃 い 動 詞 は格 を取 りに く く,動 作 性 の強 い動 詞

は逆 に数 多 くの格 を取 り得 る。 動 作 や 作 用 は

何 ガ(ダ レガ〉/何 二(ダ レニ〉/何 ヲ/ド ノ ヨ ウニ!ド コデ/ド ウヤ ッ

テ/,_.

と,さ ま ざ まな場 面 ・状 況 を設 定 し得 るか らで あ る。 この よ うな,動 詞 の

文 脈 的 意 味 規 定 をす る 「条 件 」 は他 に もい ろ い ろ考 え られ るが,特 に そ の

動 詞 が要 求 す る文 型 を規 定 す る要 素 と して,次 の6条 件 を挙 げ たい 。

「主 体/相 手1対 象/結 果 ・内容/揚 所 ・方 向/材 料 ・手 段
」

これ らの条 件 が動 詞 に加 わ って動 詞 文 型 を形 成 す る とき,そ の条 件 に 見 合

っ た格 助 詞 が そ れ ぞ れ使 用 さ れ る。 今 か りにA-Fの 記 号 を もっ て示 す

と次 の よ うにな るQ

A.主 体 一 ガ,解 ハ

B・ 相 手 ～ ト・ ～ ニン 解 カ ラ

C.対 象 厚 ヲ

D・ 結 果 ・内容 … … ～ ㌧ 酎二

E.場 所 ・方 向 ・一… ～ 二 ・ 解デ ・ ～ ヲ・ ～ へ・ 一 カ ラ・ ～ マ デ

F.材 料 ・手段 … … ～デ

(以下 の表 の 「V」 は動 詞 を表 す 。〉

主体(A)文 型

Aガ 自V 直 る,泳 げ る,が た が た す る
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相手(B)文 型

B卜 自V

B至 自V

B二 自V

B轟 自V

Bカ ラ 自V

対 象(C)文 型

AハCガ 自V・ ・

Cヲ 他V

違 う,異 な る,戦 う,連 れ 立 っ

似 る,代 わ る,会 う,ぶ つ か る

従 う,閨 す る,な つ く,優 る,勝 つ

へ

・・届 く,(電 話 が)掛 か る

・・で き る
,わ か る,痛 む

喜 ぶ,願 う,愛 す る,あ き らめ る,ま ね る

相 手(B)対 象(C)文 型

B卜Cヲ 他V… …争 動 話 し合 う

B主Cヲ 他V話 ず,相 談 す る,約 束 す る

B二Cヲ 他V… … や る,あ げ る,見 せ る,貸 す,渡 す,届 け る

B轟Cヲ 他V… ・甲・も ら う,借 りる,教 わ る,言 い つ か る,こ とづ か る

Bカ ラCヲ 他V… 買 う,盗 む,預 か る.,授 か る,受 け取 る

結果(D〉 文型

Dト 自V

D皇 自V

D二 自V

～

(薬 に)な る,す る,変 わ る

値 す る,(先 輩 に〉当 た る

対象(C〉 結果(D〉 文型

CヲDト 他V・

CヲDよ 他V・

CヲD二 他V・

・一 、思 う,考 え る,誤 る

… ・・見 立 て る,(拠 り所 と)す る

… ・臼変 え る ,選 ぷ,推 す,な ぞ ら え る
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揚 所(E)文 型

E二 自Vい る,見 え る,住 む,聾 え る

E泊V,あ る,泊 ま る,遊 ぶ,集 ま る

Eデ 自V働 く・ 死 ぬ,さ わ ぐ

E殖V泳 ぐ

Eヲ 自V経 る,通 る,越 え る

EヲEへ 自V・ 一 進 む,歩 く,戻 る,上 る

Eろ 自V・ 発 っ ・ 降 婆る,離 れ る

Eカ ラ 自V… ・・ 一聞 と え る

E㌘ 自V現 れ る

Eカ ラE駒V・ 一 ・行 く,向 か う,昇 る,は い る,落 ち る,逃 げ る

E⊇ 自V消 え る,沈 む,寄 る,着 く,退 く,隠 れ る

蝪 所(E)対 象(C〉 文 型

E二Cヲ 他V一 ・置 く,建 て る,植 え る,捨 て る,干 す

EデCヲ 他V… …待 つ,捨 う,行 う

E茸Cヲ 他V… …向 け る,回 す,押 す,引 く

Eカ ラE渡Cヲ 他V… 出 す,入 れ る,移 す,運 ぶ

材 料 ・手 段 文型

B二Cヲ 他V→BヲCデ 他V… 巻 く,覆 う,塗 る,貼 る,飾 る,刺

す

B二Cヲ 他V→CヲBデ 他V… 包 む,隠 す,く るむ

すべての動詞は,そ の表す文脈的意味によって,以 上 の諸形式のいずれ

かの文型を取る。 もちろん,こ こに挙げた格以外に,時 間や,共 同動作

者・人数,原 因理由・比較 など種 々の条件が格 となって加わ 窮 文 を複雑

にしていくが,動 詞 の基本的意味を規定する要素 とはなっ てい ない。ま
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た ・ 同 じ動 詞 で も・文 脈 的 意 嘘 の 違 い に よ っ て・ そ の取 る文 型 を異 に す る

こ とが あ る 。

○ 新 しい 油 田 が 見 つ か る。 〈発 見>Eデ 自V・

○ 先 生 に見 つ か る。 ぐ見 ツケ ラ レ・ノレ>13二 自V、

動 詞 の 表 す 基 本 的 意 味 は 動 詞 の基 本 文 型 と深 い 関 連 を持 っ て い る 。 次 の

表 は,意 味 と文 型 との か か わ り合 い か ら動 詞 を分 類 した もの で あ る。(ダ

ッシ ュ ¢)部分 は 格 助 詞 が 入 る こと を表 す.)

膿1耀 ※揺妻1篇ふ,…一

1:欝 似懸 ㌘'　 う'か}一自V

違 篇蜥 鑑1,嚢 認 臓 〉当たる}… 縄
ク 状 態 聾 える

ケ 存 在 ・所 有 ・一あ る,い る

コ 自発 見 え る,聞 こ え るA-E 一 自V ,

サ 生 起 ・出現 ・消 滅 …現 れ る,生 ず る,消 え る,死 漁

シ 自然 現 象 ・無 意 志 行 為 … 降 る,目浮 く,流 れ る,落

ち る,倒 れ る,(戸 が)し ま る

ス 感 情 ・精 神 作 用 … 喜 ぶ,願 う,慕 う,嫌 う,好 む}A-C一 他V

セ 意 志 的 行 為

自動 動 作

対 他 者 行 為 … … 勝 つ,負 け る}A-B-E一 自V.

単 独 行 為 ・… 一 歩 く,走 るlA-E一 自V、

他 動 動 作

対 他 者 行 為 … …話 す,見 せ る,相 談 す る}A-B-C-E一 他V、
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単 独 行 為

単一 対 象 ・

対 象 移 行 ・・

二 者 関係 一

・・食 べ る ,見 る,書 く}A-C-E一 他V.

一思 う,見 な す,変 え る,な ぞ ら え る}A-C-D一 他V.

・・巻 く,覆 う,包 む,刺 す}A-C-F一 他V.
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